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点Ｑを通る曲線Ｃの接線の本数や傾きが小さいものがどれにあたるかを、点Ｐの座標を動かすことに

より把握することで問題へ取りかかりやすくする。また(2) における、囲まれた面積についてはどの部

分かが一目瞭然で確認できる。 

 

(1)  接線 l がどのように変化するかが確認できればより方針が立ちやすい。 

また，点Ｑを通る曲線Ｃの接線が、点Ｐを含んでいることや x 軸も接線になっていることがわかれば 

(α + 1)(𝑡3 − 1) − (𝛼2 + 𝛼 + 1)(𝑡2 − 1) = 0 の左辺を(t − 1)(t − α) (t +
𝛼

𝛼+1
) 

と変形する一助になる。（ただし t は曲線Ｃの接点のx座標を表す） 

 

(2)  センター試験において，3 次関数と接線によって囲まれた図形の面積を求める公式を学習していれ

ば答えの値については検算できることもグラフを見ればすぐにわかる 

 (a を 3 次関数の𝑥3の係数，α，β を 3 次関数と接線の共有点の x 座標としたとき， 

        面積 S = |
𝑎

12
(𝛽 − 𝛼)4|） 

 

 

 

 


